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医
者
が
患
者
に
な
っ
た
時

６
月
28
日
深
夜
、
こ
れ
ま
で

経
験
の
無
い
胸
苦
と
深
く
息
を

吸
え
な
い
感
じ
が
出
現
。
①
急

性
心
筋
梗
塞
、
②
解
離
性
大
動

脈
瘤
、
③
緊
張
性
気
胸
の
３
つ

を
疑
い
、
こ
れ
ら
だ
と
救
急
車

じ
ゃ
な
い
と
危
な
い
と
判
断
し

救
急
車
を
手
配
し
た
。
救
急
車

内
の
心
電
図
波
形
は
Ｓ
Ｔ
異
常

無
し
。
と
な
る
と
②
か
③
の
ど

ち
ら
か
と
考
え
て
い
る
う
ち
に

Ｃ
病
院
に
到
着
。

Ｃ
病
院
当
直
医
に「（
前
記
の
）

３
つ
の
う
ち
の
ど
れ
か
だ
と
思

う
か
ら
す
ぐ
検
査
を
御
願
い
し

ま
す
」
と
。
Ｃ
Ｔ
で
解
離
性
大

動
脈
瘤
と
診
断
さ
れ
そ
の
ま
ま

入
院
と
な
っ
た
。
翌
日
医
大
に

救
急
搬
送
。
手
術
も
考
慮
さ
れ

た
が
、
さ
し
あ
た
り
保
存
的
に

診
る
こ
と
と
な
り
現
在
に
到
っ

て
い
る
。

も
と
か
ら
血
圧
は
高
く
自
分

で
薬
を
飲
ん
で
は
い
た
が
、
服

薬
忘
れ
も
多
々
あ
り
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
甘
め
、
家
庭
血
圧
は
殆

ど
測
っ
て
い
な
い
と
い
う
い
わ

ゆ
る
医
者
の
不
養
生
。
し
か
し

今
は
服
薬
順
守
率
１
０
０
％
で
、

家
庭
血
圧
も
付
け
、
ア
ル
コ
ー

ル
も
発
症
以
来
飲
ん
で
無
い
。

食
事
も
減
塩
、
減
量
を
か
な
り

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

１
日
１
０
０
名
余
の
外
来
＋

ｍ
ａ
ｘ
31
名
／
ｄ
ａ
ｙ
の
コ
ロ
ナ

患
者
に
対
応
し
、
１
週
間
５
０

０
名
以
上
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

を
打
つ
生
活
が
続
い
て
い
て
さ

す
が
に
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
だ
っ

た
か
と
反
省
。
来
年
還
暦
で
も

あ
る
し
、
そ
こ
そ
こ
無
理
の
無

い
範
囲
で
仕
事
を
し
て
い
こ
う

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

     　
　
　
　
　
　
　
（
田
村
）

歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
で
歯
科
医
療
の
発
展
を
！

向
け
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
義
務
化
撤
回
の
運
動
の

推
進
、
コ
ロ
ナ
禍
も
ふ
ま
え

た
歯
科
医
療
提
供
体
制
の
確

保
に
つ
い
て
等
が
議
論
さ
れ

ま
し
た
。

討
論
終
了
後
、
宇
佐
美
宏

保
団
連
歯
科
代
表
・
副
会
長

が
「
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡

大
は
、
従
来
我
々
が
持
っ
て

い
た
権
利
を
取
り
戻
す
運
動

で
あ
る
。
請
願
署
名
、
報
道

機
関
対
策
、
国
会
議
員
対
策

な
ど
総
合
的
に
取
り
組
み
、

歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
を

目
指
す
運
動
を
進
め
て
行
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

10
月
30
日
㈰
、
第
17
回
保

団
連
歯
科
全
国
交
流
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
全
国

町
村
議
員
会
館
を
メ
イ
ン
会

場
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

の
開
催
と
な
り
、
43
協
会
・

医
会
お
よ
び
友
誼
団
体
よ
り

医
師
・
歯
科
医
師
・
事
務
局

あ
わ
せ
て
１
６
０
名
超
が
参

加
し
、
当
会
か
ら
は
小
山
田

会
長
、
黒
田
副
会
長
、
米
持

常
任
理
事
、
事
務
局
が
協
会

事
務
所
よ
り
ウ
ェ
ブ
参
加
し

ま
し
た
。

森
元
主
税
保
団
連
副
会
長

の
開
会
あ
い
さ
つ
に
始
ま

り
、
田
辺
隆
保
団
連
副
会
長

よ
り
基
調
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。馬

場
淳
保
団
連
副
会
長
よ

り
「
歯
科
医
療
改
革
提
言
の

改
訂
に
つ
い
て
」
の
報
告
が

あ
り
、
作
成
中
の
改
定
案
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
、

全
日
本
民
医
連
副
会
長
岩
下

明
夫
氏
よ
り
特
別
報
告
「
全

日
本
民
医
連
『
歯
科
酷
書
第

４
弾
』」
が
あ
り
ま
し
た
。
各

報
告
の
合
間
に
は
、
24
本
の

事
前
発
言
通
告
と
全
国
各
地

か
ら
の
活
発
な
フ
ロ
ア
討
論

が
あ
り
、
診
療
報
酬
改
善
に

谷藤市長（左）に要請書を手渡す

生
活
保
護
受
給
者
が
受
診

す
る
際
に
医
療
機
関
が
記
載

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
医

療
要
否
意
見
書
」
の
郵
送
費

用
に
つ
い
て
、
当
協
会
の
こ

の
間
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

下
表
の
通
り
大
船
渡
市
、
北

上
市
、
久
慈
市
、
釜
石
市
、

滝
沢
市
を
除
く
市
町
村
で
行

政
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

医
療
機
関
は
送
料
負
担
ま
で

求
め
ら
れ
て
い
な
い

生
活
保
護
法
指
定
医
療
機

関
で
あ
れ
ば
、
指
定
医
療
機

関
医
療
担
当
規
程
に
よ
っ
て

無
償
交
付
が
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
文
書
作
成
に
か
か

る
業
務
が
医
療
機
関
の
負
担

で
あ
っ
て
も
費
用
（
文
書
料

等
）
を
請
求
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
他
方
、
郵
送
料

に
つ
い
て
、
厚
労
省
援
護
局

保
険
課
は
２
０
１
７
年
３
月

３
日
に
開
催
し
た
生
活
保
護

関
係
係
長
会
議
で
「
医
療
要

否
意
見
書
等
の
郵
送
料
は
無

償
の
範
囲
に
含
ま
れ
な
い
」

と
の
見
解
を
示
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
２
０
１
９
年
９

月
か
ら
10
月
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
同
省
・
生
活
保
護
担

当
指
導
職
員
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

で
も
、
指
定
医
療
機
関
と
の

関
係
に
つ
い
て
「
指
定
医
療

機
関
医
療
担
当
規
則
の
趣
旨

を
超
え
て
、
過
度
な
事
務
負

担
を
一
方
的
に
求
め
る
こ
と

は
適
切
で
は
な
い
の
で
、
円

滑
な
医
療
扶
助
の
提
供
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
の
指
定
医

療
機
関
と
適
切
に
協
議
し
た

上
、
実
施
す
る
よ
う
留
意
さ

れ
た
い
」
と
再
度
の
周
知
が

あ
り
ま
し
た
。

盛
岡
市
も
検
討
し
た
い

岩
手
県
保
険
医
新
聞
11
月

５
日
号
（
１
面
）
で
お
伝
え

し
ま
し
た
通
り
、
９
月
22
日

に
行
っ
た
当
協
会
の
要
請
に

対
し
て
、
盛
岡
市
の
谷
藤
裕

明
市
長
は
継
続
用
の
郵
送
費

用
に
つ
い
て
も
市
が
負
担
で

き
る
か
検
討
し
た
い
と
回
答

し
ま
し
た
。
な
お
、
隣
県
の

宮
城
県
仙
台
市
は
初
回
用
も

継
続
用
も
郵
送
費
用
は
仙
台

市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

電
話
を
し
た
ら
返
信
封
筒
が

あ
る
会
員
の
先
生
よ
り
、

患
者
の
居
住
す
る
自
治
体
の

生
活
保
護
担
当
課
よ
り
「
生

活
保
護
法
に
よ
る
病
状
連
絡

書
」
の
記
載
が
求
め
ら
れ
た

際
に
返
信
封
筒
が
同
封
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
担
当
者
に
返
信
封
筒
を

送
る
よ
う
電
話
し
た
と
こ
ろ

「
失
礼
し
ま
し
た
。
す
ぐ
に
郵

送
し
ま
す
」
と
返
答
が
あ
り
、

間
も
な
く
切
手
が
貼
ら
れ
た

返
信
封
筒
が
郵
送
さ
れ
て
き

た
そ
う
で
す
。

み
ん
な
で
電
話
を

そ
の
先
生
か
ら
は
、
こ
の

よ
う
な
好
例
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
医
療
要
否
意
見
書
や
病

状
連
絡
書
が
送
付
さ
れ
た
際

に
返
信
封
筒
が
同
封
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
場
合
は
返
信
封

筒
を
送
付
す
る
よ
う
担
当
者

に
電
話
を
し
て
頂
き
た
い
と

協
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

確
か
に
多
く
の
医
療
機
関

か
ら
要
望
が
寄
せ
ら
れ
れ
ば

行
政
も
動
か
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。行

政
に
電
話
を
か
け
た
こ

と
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
る

こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
万
が
一
不
利
益
に
な
る

よ
う
な
事
案
が
発
生
し
た
場

合
は
、
当
協
会
へ
ご
相
談
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

追
記
―

岩
手
県
保
険
医
新
聞
11
月

５
日
号
の
「
盛
岡
市
谷
藤
市

長
と
懇
談
」
記
事
で
、
懇
談

に
出
席
さ
れ
た
市
幹
部
の
名

簿
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
本
号
で
記
載
し

ま
す
。

盛
岡
市
の
出
席
者
―

谷
藤
裕
明

市
長

村
上

淳
保
健
福
祉
部

部
長

藤
澤
厚
志

市
民
部

部
長

廣
田
喜
之

保
健
所

保
健
衛
生
監

佐
藤
雅
春

保
健
福
祉
部

生
活
福
祉
第
一
課

課
長

小
國

渉
市
民
部

医
療
助
成
年
金
課

課
長

猿
舘
賢
治

保
健
所

指
導
予
防
課

課
長

坂
本

淳
保
健
福
祉
部

次
長

市町村 状況 内　　容
町村 ○ 今年4月より返信用封筒を同封。

盛岡市 △ 新規の場合は料金受取人払い返信用封筒を同封。
継続の場合は医療機関負担。

宮古市 ○ 今年6月より返信用封筒を同封。
大船渡市 ×
花巻市 ○ 昨年より返信用封筒を同封。
北上市 ×
久慈市 ×
遠野市 ○ 今年4月より返信用封筒を同封。
一関市 ○ 昨年秋ごろより返信用封筒を同封。

陸前高田市 △ 新規の場合は料金受取人払い返信用封筒を同封。
継続の場合は医療機関負担。

釜石市 ×
二戸市 ○ 昨年より返信用封筒を同封。
八幡平市 ○ 今年4月より返信用封筒を同封。
奥州市 ○ 今年4月より返信用封筒を同封。
滝沢市 ×

返
信
封
筒
の
催
促
を
！

生
活
保
護
の
医
療
要
否
意
見
書
の
送
料
負
担

医療要否意見書の郵送費用一覧
行政負担○　　医療機関負担×　　混合△
行政負担の場合、切手を貼った返信用封筒か料金受取人払い郵便の返信用封筒

（2022年8月19日時点）

事務所からウェブ参加
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常
任
理
事
会
だ
よ
り
10
月

【
日

時
】

　
　
２
０
２
２
年

　
　
　
10
月
18
日
㈫

19
：
30
〜
21
：
05

【
場

所
】

盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル

会
議
室

【
出
席
者
】

　
　

役
員
、事
務
局
併
せ
て

13
名

１
、
２
０
２
２
年
９
月
期
活
動

報
告
並
び
に
２
０
２
２
年

10
〜
11
月
期
活
動
計
画
が

承
認
さ
れ
た

２
、
保
団
連
の
理
事
定
数
に
つ

い
て
意
見
を
と
り
ま
と
め

た
３
、
講
演
会
の
企
画
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
た

４
、
社
会
保
険
労
務
士
と
顧
問

契
約
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た

５
、
Ⅳ
種
会
員
の
申
請
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た

６
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
協
議
し

た

今
年
９
月
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
登
録

開
業
医
会
員
に
依
頼
し
た「
第

29
回
東
北
６
県
経
営
税
務
共

同
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
１
０
８

名
の
方
か
ら
ご
回
答
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
多
用
の
中
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
ご
回
答
い
た

だ
い
た
先
生
の
年
齢
は
、「
41

〜
50
歳
」
が
13
％
、「
51
〜
60

歳
」
が
33
％
、「
61
〜
70
歳
」

ま
で
が
37
％
、「
71
〜
80
歳
」

が
15
％
で
し
た
。

約
半
数
が
今
後
の
事
業
継
続

未
定
・
検
討
中

今
後
に
つ
い
て
、「
家
族
・

親
族
に
承
継
」
が
31
％
、「
親

族
以
外
の
第
三
者
に
承
継
予

定
」
が
６
％
、「
閉
院
予
定
」

が
16
％
、
１
番
多
か
っ
た
の

が
「
未
定
・
検
討
中
」
の

45
％
で
し
た
。
約
３
分
の
１

の
先
生
方
は
ご
親
族
に
承
継

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
閉

院
予
定
も
医
科
で
８
名
、
歯

科
で
９
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
と
同
時
流

行
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
。
県
内
各
自
治

体
で
も
、
以
前
か
ら
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
１
８
年
の
当
会
の
調
査

以
来
、
助
成
対
象
や
金
額
な

ど
が
拡
充
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

盛
岡
市
で
は
、
対
象
が
小

学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
拡
大

し
、
助
成
額
も
１
０
０
０
円

か
ら
２
０
０
０
円
に
な
り
ま

し
た
。
花
巻
市
で
も
コ
ロ
ナ

同
時
流
行
を
防
ぐ
目
的
で
２

０
２
０
年
よ
り
、
小
学
生
か

ら
中
学
生
ま
で
対
象
者
が
広

が
り
、
助
成
額
も
１
０
０
０

円
か
ら
３
０
０
０
円
に
大
幅

ア
ッ
プ
。
さ
ら
に
、
妊
娠
中

は
免
疫
力
が
低
下
し
感
染
症

に
か
か
り
や
す
く
な
っ
て
い

る
こ
と
や
重
症
化
し
や
す
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
助
成

広
が
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
赤

ち
ゃ
ん
へ
の
影
響
を
考
え
て

有
効
な
薬
が
使
え
な
い
こ
と

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
妊
婦
さ

ん
へ
の
助
成
も
開
始
し
ま
し

た
。今

回
、
新
た
に
妊
婦
さ
ん

へ
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
が
７
つ
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
花
巻
市
、
遠

野
市
、
二
戸
市
、
雫
石
町
、

矢
巾
町
、
軽
米
町
、
九
戸
村

で
す
（
一
戸
町
は
以
前
か
ら

あ
り
）。

葛
巻
町
で
は
接
種
時
点
で

１
歳
未
満
児
の
父
母
に
も
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
重
症

化
し
や
す
い
高
齢
者
だ
け
で

な
く
、
子
育
て
支
援
策
と
し

て
子
ど
も
や
妊
婦
さ
ん
、
小

さ
い
子
ど
も
を
持
つ
親
へ
の

助
成
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

山
田
町
で
は
、
接
種
１
回

に
つ
き
４
０
０
０
円
と
、
他

の
自
治
体
と
比
べ
助
成
額
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
山

田
町
で
は
幼
保
無
償
化
を
独

自
に
０
〜
２
歳
児
ま
で
対
象

を
拡
げ
、
副
食
費
も
助
成
し

て
お
り
、
子
育
て
支
援
制
度

が
手
厚
い
の
が
特
徴
で
す
。

岩
泉
町
は
１
歳
か
ら
中
学

生
ま
で
は
無
料
で
接
種
で
き

ま
す
。
田
野
畑
村
、
普
代
村
、

野
田
村
は
全
村
民
が
無
料
で

接
種
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
自
治
体
に
よ
り
助

成
金
額
や
接
種
期
間
は
異
な

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済

も
落
ち
込
み
、
物
価
も
高
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
子
ど
も

へ
の
２
回
（
中
学
生
は
１
回
）

接
種
を
た
め
ら
う
保
護
者
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
大
き
な

負
担
な
く
接
種
で
き
る
の

が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

家族・親族に
継承
31％

NA
1％

親族以外の第三
者に継承予定

6％
閉院予定
16％

未定・検討中
45％

その他
1％

3年以内
5％

3年から5年
13％

10年以内
44％

未定
18％

NA
4％

5年から10年
16％

～40歳
1％

～50歳
13％

～60歳
33％

～70歳
37％

～80歳
15％

91歳～
1％

事
業
継
続
予
定
で
は
、「
10

年
以
上
」
が
44
％
、「
５
〜
10

年
」
が
16
％
、「
３
〜
５
年
」

が
13
％
で
、「
未
定
」
が
18
％

で
し
た
。
医
科
で
は
「
10
年

以
上
」
が
30
名
で
し
た
が
、

２
番
目
に
多
か
っ
た
の
が「
未

定
」
16
名
で
し
た
。
歯
科
で

は
「
10
年
以
上
」
が
18
名
、「
５

〜
10
年
」
が
14
名
で
し
た
。

　医院経営に関する個別相談会を定期的に行っており
ますので、ご希望の場合は事務局までご連絡ください。
　　　　　　　　　（事務局：TEL 019－651－7341）

市町村名 対象者 助成額 自己負担
1 盛 岡 市 生後6ヵ月～中学生 接種1回につき

2,000円
医療機関による

2 宮 古 市 1歳～中学生
接種1回につき
2,500円

（生保・非課税世帯は
4,000円上限）

医療機関による

3 大船渡市 生後6ヵ月～中学生 接種1回につき
2,000円

医療機関による

4 花 巻 市 生後6ヵ月～中学生
妊婦

接種1回につき
3,000円

医療機関による

5 北 上 市 生後6ヵ月～小学生 接種1回につき
1,750円

医療機関による

6 久 慈 市 生後6ヵ月～高校生
接種1回につき
2,000円

（小学生～高校生）
全額（乳幼児）

医療機関による
なし（乳幼児）

7 遠 野 市 生後6ヵ月～高校生
妊婦

接種1回につき
1,500円

医療機関による

8 一 関 市 1歳～中学生　　
接種1回につき
2,100円

（生保・非課税世帯は
全額公費負担）

医療機関による

9 陸前高田市 生後6ヵ月～中学生 接種1回につき
2,000円

医療機関による

10 釜 石 市 生後6ヵ月～高校生 接種1回につき
2,000円

医療機関による

11 二 戸 市 生後6ヵ月～中学生
妊婦（全額助成）

接種1回につき
2,500円

（生活保護世帯は全額
公費負担）

医療機関による

12 八幡平市 1歳～中学生

接種1回につき
2,500円（幼児）
1,000円（小中）

（生活保護世帯は全額
公費負担）

医療機関による

13 奥 州 市 満1歳～未就学児 接種1回につき
1,500円

医療機関による

14 滝 沢 市 生後6ヵ月～中学生 接種1回につき
1,300円

医療機関による

15 雫 石 町 生後6ヵ月～中学生
妊婦

接種1回につき
2,000円

（生活保護世帯は全額
公費負担）

医療機関による

16 葛 巻 町
0歳～高校3年生相
当の者
接種時点で1歳未満
児の父母

1回目3,000円
2回目2,500円

（くずまき商品券で助成）医療機関による

17 岩 手 町 1歳～中学生 接種1回につき
 1,800円

医療機関による

18 紫 波 町 生後6ヵ月～中学生
接種1回につき
2,200円

（生活保護世帯は全額
公費負担）

医療機関による

19 矢 巾 町 生後6ヵ月～中学生
妊婦（償還払い）

接種1回につき
2,200円

（生活保護世帯は全額
公費負担）

医療機関による

20 西和賀町 1歳～小学生 2回接種確認できたら
2,000円

医療機関による

21 金ヶ崎町 生後6ヵ月～中学生 接種1回につき
1,500円

医療機関による

22 平 泉 町 1歳～中学生 接種1回につき
2,100円

医療機関による

23 住 田 町 生後6ヵ月～中学生 接種1回につき
2,000円

医療機関による

24 大 槌 町 生後6ヵ月～高校生 接種1回につき
2,000円

医療機関による

25 山 田 町 生後6ヵ月～高校生 接種1回につき
4,000円

医療機関による

26 岩 泉 町 1歳～高校生 全額 なし

27 田野畑村 1歳以上の全村民 全額
なし

（田野畑診療所
で接種の場合）

28 普 代 村 全村民 全額 なし
29 軽 米 町 生後6ヵ月～高校生

妊婦
接種1回につき
2,500円

医療機関による

30 野 田 村 全村民 全額 なし
31 九 戸 村 生後6ヵ月～高校生

妊婦（償還払い）
接種1回につき
2,500円

医療機関による

32 洋 野 町 生後6ヵ月～高校生 接種1回につき
2,000円

医療機関による

33 一 戸 町 生後6ヵ月～高校生
妊婦

接種1回につき
3,000円

医療機関による

※花巻市は接種期間10月1日～12月31日まで（申請期間は12月9日まで）
※久慈市は接種期間10月1日～3月31日まで
※二戸市、軽米町、一戸町は接種期間10月1日～2月28日まで
※金ヶ崎町は接種期間10月1日～12月28日まで
※雫石町は小児も高齢者も妊婦も償還払い
※田野畑村は接種期間10月1日～12月16日まで

インフルエンザ予防接種費用補助詳細
2022年11月現在・岩手県保険医協会調査

太字が拡充した箇所

【インフルエンザワクチン（小児）】　10月1日～1月31日まで

年　齢

事業継続予定

今後について
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今
年
度
か
ら
国
保
税
の
未

就
学
児
の
均
等
割
保
険
料

（
税
）
を
半
額
に
す
る
法
改
正

が
行
わ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
軽
減
費
用
は
国
が
２

分
の
１
、
都
道
府
県
が
４
分

の
１
、
市
町
村
が
４
分
の
１

で
賄
い
、
所
得
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

低
所
得
世
帯
に
対
す
る
軽

減
（
７
・
５
・
２
割
軽
減
）

を
受
け
て
い
る
世
帯
は
、
軽

減
後
の
均
等
割
額
の
半
額
を

減
額
す
る
た
め
、
７
割
軽
減

世
帯
は
８
・
５
割
軽
減
、
５

割
軽
減
世
帯
は
７
・
５
割
軽

減
、
２
割
軽
減
世
帯
は
６
割

軽
減
と
な
り
ま
す
。

国
保
被
保
険
者
の
う
ち
、

県
内
の
未
就
学
児
は
３
９
４

６
人
（
21
年
12
月
末
現
在
）。

軽
減
額
は
国
と
県
、
市
町
村

あ
わ
せ
て
約
４
０
４
５
万
円
。

未
就
学
児
１
人
当
た
り
約
１

万
１
０
０
０
円
の
減
額
と
な

り
ま
す
。

18
歳
ま
で
均
等
割
全
額

補
助
を

均
等
割
は
「
人
頭
税
」
と

も
言
わ
れ
、
所
得
に
関
係
な

く
、
人
数
が
多
い
ほ
ど
負
担

が
重
く
な
り
、
協
会
け
ん
ぽ

な
ど
に
は
な
い
制
度
で
す
。

子
ど
も
が
払
う
国
保
税
は「
医

内　訳　 内　訳 未就学児の国保
税を全額補助し
た場合（推計）

自治体名 子どもの
国保税 

医療分均
等割

後期支援
分均等割

未就学児
（21年12月末）

2022年度の負
担額総計（推計）

市町村負担見込
額（推計）

県負担見込額
（推計）

国負担見込額
（推計）

（円）
Ａ

（円） （円） （人） 1/2 1/4 1/4 1/2 10/10

盛 岡 市 28,200 22,000 6,200 929 8,701,244 2,175,311 2,175,311 4,350,622 17,402,488
宮 古 市 29,200 22,200 7,000 153 2,033,956 508,489 508,489 1,016,978 4,067,912
大船渡市 41,300 30,900 10,400 105 1,238,240 309,560 309,560 619,120 2,476,480
奥 州 市 27,600 19,800 7,800 330 2,998,448 749,612 749,612 1,499,224 5,996,896
花 巻 市 23,400 16,500 6,900 238 2,554,976 638,744 638,744 1,277,488 5,109,952
北 上 市 26,600 19,000 7,600 299 2,584,672 646,168 646,168 1,292,336 5,169,344
久 慈 市 27,000 19,500 7,500 110 1,227,016 306,754 306,754 613,508 2,454,032
遠 野 市 25,900 19,400 6,500 83 902,864 225,716 225,716 451,432 1,805,728
一 関 市 26,900 19,800 7,100 356 3,914,460 978,615 978,615 1,957,230 7,828,920
陸前高田市 40,200 30,100 10,100 72 1,065,048 266,262 266,262 532,524 2,130,096
釜 石 市 28,600 21,200 7,400 91 1,003,176 250,794 250,794 501,588 2,006,352
二 戸 市 25,000 18,000 7,000 94 947,564 236,891 236,891 473,782 1,895,128
雫 石 町 25,000 17,000 8,000 68 575,708 143,927 143,927 287,854 1,151,416
葛 巻 町 22,600 17,000 5,600 37 246,404 61,601 61,601 123,202 492,808
岩 手 町 27,100 21,000 6,100 47 569,660 142,415 142,415 284,830 1,139,320
八幡平市 27,000 20,000 7,000 94 994,000 248,500 248,500 497,000 1,988,000
滝 沢 市 27,600 21,400 6,200 192 1,682,864 420,716 420,716 841,432 3,365,728
紫 波 町 35,600 24,600 11,000 123 1,422,200 355,550 355,550 711,100 2,844,400
矢 巾 町 36,500 27,000 9,500 85 923,452 230,863 230,863 461,726 1,846,904
西和賀町 26,000 19,000 7,000 10 176,148 44,037 44,037 88,074 352,296
金ヶ崎町 26,000 19,000 7,000 23 447,640 111,910 111,910 223,820 895,280
平 泉 町 28,000 20,000 8,000 23 299,004 74,751 74,751 149,502 598,008
住 田 町 33,900 22,700 11,200 7 227,100 56,775 56,775 113,550 454,200
大 槌 町 22,000 14,000 8,000 63 370,740 92,685 92,685 185,370 741,480
山 田 町 29,900 21,700 8,200 73 767,220 191,805 191,805 383,610 1,534,440
岩 泉 町 30,000 22,800 7,200 26 379,792 94,948 94,948 189,896 759,584
田野畑村 26,000 19,000 7,000 17 142,300 35,575 35,575 71,150 284,600
普 代 村 23,000 16,800 6,200 9 116,180 29,045 29,045 58,090 232,360
軽 米 町 23,000 17,000 6,000 30 349,944 87,486 87,486 174,972 699,888
洋 野 町 25,200 17,400 7,800 64 711,980 177,995 177,995 355,990 1,423,960
野 田 村 24,000 19,000 5,000 22 159,156 39,789 39,789 79,578 318,312
九 戸 村 20,500 13,500 7,000 31 188,944 47,236 47,236 94,472 377,888
一 戸 町 30,000 22,000 8,000 42 537,760 134,440 134,440 268,880 1,075,520

3,946 40,459,860 10,114,965 10,114,965 20,229,930 80,919,720

2022 年度　子どもの国保税 岩手社保協作成

※未就学児の数は2021年12月末時点（県資料より）　　※市町村および国の負担額見込額（推計）は、県の負担見込額をもとに算出。
※宮古市と陸前高田市は18歳までの子どもの均等割を全額免除している。

療
分
」
と
「
後
期
高
齢
者
医

療
支
援
分
」
の
均
等
割
の
合

計
で
す
。
表
は
子
ど
も
１
人

当
た
り
の
国
保
税
額
と
未
就

学
児
の
数
、
減
額
措
置
に
必

要
な
国
（
1/2
）、
県
（
1/4
）、

市
町
村
（
1/4
）
の
負
担
額
を

示
し
た
も
の
で
す
。

盛
岡
市
は
未
就
学
児
が
９

２
９
人
と
県
内
で
一
番
多
く
、

市
の
負
担
額
は
約
２
１
８
万

円
で
す
。
仮
に
全
額
免
除
し

た
場
合
に
必
要
な
額
は
１
千

７
百
万
円
（
表
の
１
番
右
）

と
な
り
ま
す
。

一
方
、
未
就
学
児
が
９
人

の
普
代
村
の
負
担
額
は
約
２

万
９
千
円
で
す
。
全
額
免
除

は
約
23
万
２
千
円
で
可
能
と

な
り
ま
す
。

国
保
加
入
者
は
75
歳
ま
で

の
高
齢
者
や
失
業
者
、
非
正

規
労
働
者
な
ど
低
所
得
者
層

が
多
く
、
加
入
者
の
４
割
が

無
職
と
な
っ
て
い
ま
す
。
物

価
高
騰
や
賃
金
が
上
が
ら
な

い
中
で
、
子
育
て
世
代
の
負

担
感
は
大
き
い
の
が
現
状
で

す
。そ

も
そ
も
国
保
料
（
税
）

が
高
い
の
は
、
国
庫
負
担
率

45
％
だ
っ
た
の
を
30
％
ま
で

引
き
下
げ
た
こ
と
で
す
。
盛

岡
市
の
国
保
料
（
税
）
と
協

会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
を
比
較

す
る
と
、
年
収
４
０
０
万
円

の
４
人
世
帯
の
場
合
、
国
保

税
は
年
47
万
１
３
０
０
円
で

す
。
同
じ
人
が
協
会
け
ん
ぽ

に
加
入
し
た
場
合
、
保
険
料

は
労
使
折
半
で
本
人
負
担
は

約
23
万
円
で
国
保
税
の
半
分

11
月
８
日
に
テ
レ
ホ
ン
相

談
を
開
催
し
ま
し
た
。

  

今
回
は
市
町
村
広
報
や
生

活
情
報
紙
な
ど
で
の
事
前
告

知
に
よ
り
１
件
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
相
談
者
は

60
代
女
性
で
、
相
談
内
容
は

顎
関
節
症
に
つ
い
て
で
し
た
。

  

「
２
年
前
か
ら
指
１
本
分
位

し
か
口
が
開
か
な
い
。
左
側

の
顎
か
ら
音
が
し
て
顎
関
節

に
異
常
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。歯
科
医
院
で
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
を
作
製
し
て
も
ら
っ
た
が
、

あ
ま
り
改
善
し
た
感
じ
が
し

な
い
。
こ
の
様
な
状
況
で
顎

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
も
問

題
な
い
か
。
ま
た
他
に
治
療

方
法
が
あ
る
の
か
」
と
い
っ

た
内
容
で
し
た
。

  

担
当
役
員
は

相
談
者
の
話
を

じ
っ
く
り
と
伺

い
、
追
加
の
訴

え
や
相
談
内
容

を
深
く
掘
り
下

げ
、
問
題
点
を

整
理
し
た
う
え

で
顎
関
節
の
仕

組
み
や
開
口
訓

練
の
方
法
、
マ

ウ
ス
ピ
ー
ス
の

活
用
方
法
に
つ

い
て
、
時
間
を

か
け
て
懇
切
丁

―  
イ
イ
歯
デ
ー
テ
レ
ホ
ン
相
談   

―

寧
に
回
答
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
て
相
談
者
も
「
早
速
、

電
話
口
で
開
口
訓
練
の
方
法

を
試
し
た
ら
指
２
本
分
口
が

開
い
て
び
っ
く
り
し
た
。
継

続
し
て
や
っ
て
み
ま
す
」
と

喜
ん
で
安
心
し
た
様
子
で
し

た
。

  

近
年
は
１
件
の
相
談
に
要

す
る
回
答
時
間
が
長
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
年
々
、
相
談

内
容
が
複
雑
化
か
つ
深
刻
化

し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

以
前
に
も
相
談
が
あ
っ
た
方

か
ら
の
複
数
回
の
相
談
と
い

う
の
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

  

本
テ
レ
ホ
ン
相
談
は
、
①

歯
科
医
院
や
歯
科
医
師
、
治

療
に
対
す
る
苦
情
を
受
け
付

け
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

相
談
を
通
じ
て
お
口
の
健
康

や
歯
科
医
療
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
、
②

相
談
内
容
に
じ
っ
く
り
耳
を

傾
け
る
こ
と
に
よ
り
患
者
さ

ん
の
不
安
を
取
り
除
き
歯
科

医
院
へ
の
受
診
を
後
押
し
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

今
回
も
そ
の
目
的
を
概
ね
達

成
で
き
た
テ
レ
ホ
ン
相
談
で

し
た

テレホン相談

以
下
で
す
。

現
在
、
18
歳
ま

で
の
子
ど
も
の
均

等
割
を
全
額
補
助

し
て
い
る
の
は
、

宮
古
市
（
２
０
１

９
年
度
か
ら
）
と

陸
前
高
田
市
（
２

０
２
０
年
度
か

ら
）
の
み
で
す
。

こ
こ
数
年
で
自

治
体
に
よ
る
均
等

割
の
減
免
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
、
少

子
化
対
策
の
た

め
、
せ
め
て
未
就

学
児
の
均
等
割
免

除
、
対
象
を
18
歳

ま
で
拡
大
し
て
い

く
こ
と
、
国
庫
負

担
を
増
額
し
国
保

税
を
引
き
下
げ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

相
談
者
の
不
安
や
悩
み
を

じ
っ
く
り
傾
聴
し
て
解
消

高
す
ぎ
る
国
保
税

子
ど
も
の
均
等
割

負
担
に
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　万が一、病気やケガで休んだ時の、保険医協会の会員の先生だけが加
入できる共済保険です。

　非営利団体として運営しているため、掛金は安く、年齢が上がっても
加入時のまま料金は上がりません。
　悪性新生物に対する給付が増加傾向ですが、給付の 7割が自宅療養へ
の給付となっています。
　新型コロナウイルス感染症については、加入者が新型コロナウイルス
に感染した、または感染疑いがあるなど第三者の医師が判断し、4日以
上休業を必要と認めた場合は給付の対象となります（自宅療養の場合 3
日免責、入院は 1日目から（2022年 8月 1日～適用））。
　パンフレットや申込希望の際は、協会までお問い合わせください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　019-651-7341

～メリット～

2022 年 7月～ 2022 年 10 月度
休業保障共済保険給付実績（一部抜粋）

給付口数 給付日数 給付金額入　院 自宅療養
A先生 5口 2日 9日 350,000 円
B 先生 3口 0日 77 日 1,386,000 円
C先生 5口 31 日 0日 1,240,000 円
D先生 5口 0日 30 日 900,000 円
E 先生 3口 35 日 13 日 1,074,000 円
F 先生 5口 0日 25 日 750,000 円
G先生 5口 1日 7日 250,000 円
H先生 8口 0日 9日 432,000 円
I 先生（長期） 2口 0日 92 日 552,000 円
 ◆傷病休業給付（1日）　　 ◆長期療養給付（1日）
 　入院　　　8,000円　　　　 　入院　　　6,000円
　　　　 　自宅療養　6,000円　　　　 　自宅療養　3,000円
　　　　　　　　　　　　　※1口あたりの給付金額

～受給された先生やご家族の声～
・もう少し加入しておけば良かったと感じた。
・給付を受けとても助かりました。職員の給料の一部となりました。
・思いがけず、高額の給付金をいただきました。夫が休業保障に入ってい
てくれて感謝しています。
・開業当初に勧められて入っていた休業保障保険でした。掛金がさほど高
くなく、毎月の負担感も少なく、そういえば…と思い出して請求したと
ころ、自宅療養期間にも給付され、思いがけない額の給付を受け、あり
がたく思っています。
・コロナ感染のため休診しましたが、給付が受けられるか半信半疑で申請
しましたが、給付になり助かりました。

お申込みは協会事務局まで（TEL 019-651-7341）

2023 年 4月 1日加入は

12/31 まで！

休業保障共済保険　加入募集中

　「スタッフの雇用」「感染対策」「自費率向上」・・・と歯科開業医の悩みは尽きず、
時代の要求はエスカレートする一方です。本書は、「問題解決のヒントを探りたい」
「自分に合ったプロサポーターを探したい」といった悩める院長を応援する内容
で、すべての開業医にお勧めの本と言えそうです。
　執筆者は、歯科界で実績を挙げてきた24人のプロサポーターです。「現場で
よく聞く院長の悩み」をピックアップし、それぞれ1ページ完結でアドバイス
してくれるため、活字が苦手な方でも読みやすく、スピーディーに解決のヒント
にたどり着くことができそうです。
　悪質なサポーターの見分け方や、トラブルの予防法なども掲載されております。
　開業や承継を控えた先生方にもお勧め致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （常任理事  東山 敬貴）

本の紹介

　　　 【目  次】
1章：よくある経営の悩みと対応術
  （01 開業、移転／02 リニューアル／03 WEB・広告／
　04 来院者を増やす／05自費の導入／06 スタッフ関連／
　07指導監査／08 会計資金繰り／09 承継・売買・閉院）
2章：外部サポーターとの契約トラブル予防法
3章：歯科経営サポーター24人の横顔

　　　　　　 「歯科プロサポーター」24人に聞いた

よくある経営の悩みと解決法

―「開業」から「閉院」まで、開業医の悩みをサポートする本です ―

『アポロニア21』編集部 編／小畑真 監修
B5判／144p／定価5,500円（本体5,000円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保険医協会の会員の先生は無料で登録できるサービスです。
ご登録いただくと、保団連ホームページ鍵付きコンテンツにアクセスで
きます。また、メルマガで診療報酬改定や各地の研究会情報も配信しま
す（オンラインの研究会は無料で参加可）。中医協情報など鍵付きコン
テンツも閲覧できます。
登録は無料ですので、ぜひご登録ください！

        ご登録いただくと、以下のサービスが利用可能です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ぜひ　ご登録

ください！

こちらのQRコードから
お申込み可能です。

◆「会員専用コンテンツ」のアクセス
  ・「月刊保団連」PDF
  ・「全国保険医新聞」PDF
  ・中医協など診療報酬情報

     その他、様々な情報

◆「保団連メールマガジン」の配信
  ・Web更新情報
  ・診療報酬関連ニュースなどの配信
  ・Web研究会のご案内など

保団連情報サービス

のご案内

「
公
費
負
担
医
療
等
の
手
引
」
入
門

講
習
会
を
開
催

26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講

師
は
保
団
連
事
務
局
の
山
田

祐
也
氏
が
務
め
ま
し
た
。
会

場
と
ウ
ェ
ブ
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
の

併
用
で
企
画
し
ま
し
た
が
、

会
場
参
加
は
無
く
全
員
ウ
ェ

ブ
で
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。山

田
氏
は
ま
ず
公
費
負
担

医
療
は
、
低
所
得
者
や
障
が

い
の
あ
る
方
な
ど
い
わ
ゆ
る

社
会
的
弱
者
を
救
済
す
る
こ

と
、
難
病
な
ど
治
療
法
が
未

確
定
な
疾
病
の
治
療
研
究
の

場
合
、
伝
染
病
の
蔓
延
対
策

な
ど
公
衆
衛
生
施
策
な
ど
の

場
合
に
、
患
者
負
担
の
一
部

又
は
全
部
を
公
費
（
税
金
）

で
負
担
す
る
制
度
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
費
利
用
の
優
先

順
位
や
一
部
負
担
限
度
額
管

理
票
の
管
理
、
レ
セ
プ
ト
作

成
上
の
留
意
点
な
ど
に
も
触

れ
ま
し
た
。

個
別
の
制
度
の
説
明
と

し
て
、
高
額
療
養
費
制
度

や
窓
口
で
の
確
認
が
必
要
な

事
項
、
多
数
該
当
や
世
帯
合

算
、
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
後

当
協
会
社
会
保
険
部
は
11

月
19
日
㈯
、
標
記
講
習
会
を

開
催
し
、
９
医
療
機
関
よ
り

期
高
齢
者
医
療
制
度
２
割
負

担
の
患
者
に
対
す
る
配
慮
措

置
の
計
算
な
ど
に
も
触
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
医
療
扶
助
、
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

災
害
共
済
給
付
、
更
生
医
療・

育
成
医
療
、
難
病
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ

い
て
も
説
明
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
患
者
負
担
軽
減

の
取
り
組
み
の
重
要
性
と
し

て
、
重
い
患
者
負
担
に
よ
り

医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
深
刻

な
状
況
が
あ
る
こ
と
か
ら
公

費
負
担
医
療
制
度
を
活
用
し

患
者
負
担
を
軽
減
で
き
る
場

合
も
あ
る
。
患
者
へ
の
周
知

と
併
せ
て
患
者
負
担
軽
減
に

向
け
た
運
動
が
必
要
で
あ
る

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ウェブで開催

12月29日（木）～1月3日（火）
まで協会事務所は

お休みさせていただきます。
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